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平成２４年度決算報告 

 

（ 平成２４年１２月３１日 現在 ） 

 

 

                                                       

 

          ○ 決 算 に つ い て 

 

○ 財 務 諸 表 

１）貸 借 対 照 表 

     ２) 正 味 財 産 増 減 計 算 書 

３）正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表 

４）財 務 諸 表 に 対 す る 注 記 

５）財 産 目 録 

 

          ○ 監 査 報 告 書  
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公益社団法人 全国大学体育連合 

                                                            平成２５年２月２８日 

                                                              総    務    部 

 

決 算  に  つ  い  て 
 

平成２４年１月２０日から平成２４年１２月３１日まで 

 

   当年度から「公益法人会計基準」の運用指針（平成 20年 4月 11日 平成 21年 10月 16日改正

 内閣府公益認定等委員会）を採用している。 

 

正味財産増減計算書について 

Ⅰ一般正味財産増減の部 

１．経常増減の部  

（１）経常収益 

①  基本財産運用益 

    基本財産受取利息は 0円であった。 

② 特定資産運用益 

   特定資産受取利息は 2,847円であった。 

③ 受取入会金 

 私立総合１校、単科大学１校、個人会員６名の入会があり、110,000円であった。 

④ 受取会費 

 正会員受取会費は、22,080,000円（納入状況の内訳は下表）であった。 

                  国公立総合 国立単科 私立総合 私立単科 短期大学 個人 合計  

            会員数       45          22   102    118     55   71   413  

       納 入    44          22      102       119        54     76    417 

       未 納        0           0        0         1         0      3      4 

※会員数と納入数が整合しない点については、平成 24年度に 23年度と 24年度の会費を

2度納入した会員がいるためである。 

 賛助会員受取費は３口、150,000円であった。 

⑤ 事業収益 

 指導者養成研修会受講料として、1,043,500円であった。 

 支部研修会参加費として、1,955,500円であった。 

⑥ 受取補助金 

 受取民間助成金（（独）日本スポーツ振興センター：スポーツ振興くじ助成金）として、

3,730,723円での収益があった。指導者養成研修会（平成 24年 3月実施）を対象とした 1,14

8,000円はすでに受領済みであり、全国研修会（平成 24年 8月実施）を対象とした 2,582,723

円は、今後入金される見込みであり、未収金として処理した。 

⑦ 受取寄付金 
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復興支援募金が 99,253円であった。 

⑧ 雑収入 

        受取利息は 3,717円であった。 

    雑収益が、12,000円であった。 

以上の結果、決算時点における当期経常収益合計は、29,186,994円であった。 

 

（２）経常費用 

  ① 事業費合計は、24,955,454円であった。  

     1) 一般運営費は、15,261,936円であった。 

    2) 研修事業費は、4,246,191円であった。 

3) 研究調査費は、1,325,080円であった。 

 4) 国際交流費は、278,178円であった。 

       5) 記念事業費は、183,747円であった。 

6) 支部研修事業費は、3,660,322円であった。 

② 管理費合計は、4,390,079円であった。 

以上の結果、経常費用合計は、29,345,533円となり、当期経常増減額は-158,539円であった。 

２．経常外増減の部 

 （１）経常外収益は、0円であった。 

 （２）経常外費用は、0円であった。 

一般正味財産期首残高は 45,267,975円、当期一般正味財産増減額は-158,539円であることから、 

差引 45,109,436円が一般正味財産期末残高となった。 

 

Ⅱ 指定正味財産増減の部 

 当期指定正味財産増減額は、0円であった。 

  指定正味財産期首残高 0円 

  指定正味財産期末残高 0円 

 

Ⅲ 一般正味財産、指定正味財産を合わせた、正味財産期末残高は 45,109,436円であった。 

 

正味財産増減計算書内訳表について 

・受取会費を公益事業に 80%、法人会計に 20%に配分している。これは、新法人移行に伴う理事会開

催数増加など事務的な作業量の増加などが要因である。 

・公益目的事業会計における経常収益は 24,729,329円、経常費用合計は 24,955,454円で当期経常増

減額は、-226,062円であった。 

・法人会計における経常収益は 4,457,602円、経常費用合計は 4,390,079円で当期経常増減額は、6

7,523円であった。 

 

財産目録について 

・本部、各部委員会、各支部の保有する手元現金および預金額は 12月 31日時点の計算書及び残高証
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明書によるものである。 

・未収会費 30,000円は平成 24年度会費であるが、平成 25年 1月 1日以降に納入されたものである。 

・未収金 2,582,723円は、全国研修会に対するスポーツ振興くじ助成金であるが、今後入金される見

込みである。 

以上、流動資産合計は 27,325,424円となった。 

・固定資産は、基本財産引当資産、事業運営積立資産、ソフトウエア（本部会計用）、敷金（本部事

務局賃貸マンション）からなり、合計 18,015,000円となった。 

以上、流動資産および固定資産からなる資産合計は、45,340,424円である。 

 

・未払金は、12月 31日現在で未払いである本部における臨時雇賃金 25,200円、支部における交通

費等 136,717円の合計 161,917円であった。 

・預り金は、源泉所得税分 69,071円であった。 

以上、流動負債合計および負債合計は、230,988円であった。 

 

資産合計は 45,340,424円、負債合計は 230,988円であり、双方の合算による正味財産は 45,109,436

円である。 


